
※インターネット「はらまも九条の会」で、r九条捗弓手ち」の全号を見ることができます。

＜フランクリン（

「はらまち九条の会」ニュース〃0．87（川
2009（平成21）壷1月17盲てi）義行l）庇昂

014年前の1995年1月17日午前5時46分は阪神大等災の日。けニチュート7．3、犠牲者6434人。一■Iここヽ．■■llヽ．′」一・，′、′、　　■＿．，．＿、一、、　、　　　　．．．．．．．．＿．－＿＿－　．＿

1706～1790）＞1月17Eアメリカのボストンた生まれる。独学で科学者、政治家、企
業家として成凱アメリカ独立に外交官として活躍し、独立宣言書起草委員の一人。雷
が電気であることを立証し、避雷針を発軌『フランクリン自伝』は自叙伝の名著。

Or時は金なり」O「長生きしたければ、食事を減らせ」○埠寝早起きは、人を健康、富裕、賢明にする」

O「勤勉さは幸運の母」○榊は自ら助けるものを助ける」O「人間は道具をつくる動物である」

O「良い戦争なんてあったためしがな代あるいはまた悪い平和なんてあったためしがない」

（※今年のこのコーナーでは、は岩波新書『一日一言』などを参考に、「人とこと軌等を考えてみましょう）
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昨年暮、
▼JR東日本労組や九条の会
会長など43名の参加者と
ともに南京虐殺記念館前で。

別杯計甘詩．：1冥丁、ソ

が行われました

‾■1三澤三十義∴ミ三つ三主事；

敢：コ反脚朗蝕榊的臥民一鞘軸粧

▲r南京大虐殺30万人」の
看板の前で青田さん。

▲虐殺の遺骸が集められた「万

▲虐殺の日付を記した記念札
▼1937（昭和12）年頃の中国。

壁野日本統治下

［≡：≡］日中戦争による戦綿
の拡大

・■一　日本軍の進路

数字は戦闘または占領年月

汚宇乾せ観より
〔プiぶ蒜蒜訂送』。km

「小高九条の会」「はら手写九条の会」会且
小高区仲町　青田利幸

昨年2008年12月12～15日、JR東日本労組の
平和活動の取り組みの一つとして長年続けられてきた
中国・南京市での『南京虐殺事件71周年追悼式典』
に、JR組合員、他OB、九条の会、九条連などから
の参加者43名の一旦として参列。南京虐殺の真実を

三事件の生存者の方々も交えて学び、哀悼の意を捧げ
平和を願う想いなどを語り合ってきました。この交流
で学んだこと、感じたことは沢山ありますが、最も印
象に残ったことを幾つか述べさせて頂きます。

怒りと働架のような追悼式のサイレン
その一つは追悼式開始の合図が印象的、というよりは背筋が寒くなる感

じがしました。12月13日10時会場のサイレンを合図に、南京市全域
から時には高く、時には低く、そして長く鳴り響く警報でした。それはま
るで、私の記憶にかすかに残る恐ろしい空襲警報のようであり、日本兵に
虐殺された南京市民の怒りと働共のようにも聞こえ、思わず身も心も凍る
ように感じ、今まで経験したことがない感覚でした。

突然一人の青年が近づいて宣て私に激しく叫んだ
また、リニューアルされた南京虐殺記念館（正式には侵華日章南京大虐

殺遭難同胞記念館）での出来事も忘れられません。日本の戦争記念館にく
ら■べ大変広大で、資料も充実している館内を夢中で見学しているうち、私
は他の団員と離れ一人になっていました。すると二十歳前後の一人の青年
が日本人と分かった私に、何か叫びながら止めようとする中国人の仲間を
振り切り、近づいてきたのです。私は中国語は分からないと英語で答える

是と篭芋至芸警左も、謂完箸鰐だ諾返品完ま現。！」と0私はうろ
r戦争をしぢい回・±せない園」にするた助に

北茨から比島野イリピ叫へ送られた私の父が戦死したのは、終戦の2か月前の
昭和20年6月15日とのことでした。私は3歳で、実際の戦争は全く記憶にあ
りませんが、社会にも家庭にも戦争の傷跡が色濃く残る時代に少年期を過ごし
ました。それだけに戦争というものには強い想いを持ってきました。

南京事件も勿論詳しく調べ、その悲惨さ、残虐さについても十分理解してい
るつもりでした。しかし記念館での体験は現地ならではの強烈なものでした。
私たち日本人も「あの戦争Jで沖縄戦、東京大空鼠広島、長崎他多くの戦蓼
で悲惨な被害者としての体験がありまれ　しかし、私はこの体験で戦争での被
害者、加害者ってあるのか？戦争って何なのか？と、もう「虔深く考え直して、
そして結果として「戦争をしない国・戦争をさせない国」にするために、素直
に真っ正直に行動しなければならないという想いを深くしました。

「前事不忘、後事之師」周恩来　　　　（2009年1月記）

∇とうほう（東京法令出版）『日本史総箕』より。

⑳高岩感長江に打ち上げ 除覇ヨ　日本軍は南京城の四方を完全に

取り囲み，1937（昭和12）年12月12日の午

後から夜間にかけて，壮絶な突撃戦を敢

行，翌13計に南京城は陥落した。中国軍

敗走兵や市民は唯一残された抱江門から

長江へ逃れようとしたが，日本軍飛行機

の機銃鮎を受けたり牒売したりした。

城内に入った日本軍はこの後2月半ばま

での間に中国兵や民間人の殺書・放火・

略奪・暴行などを行い，膚殺された人数

は30万人前後ともいわれる。日本国民に

は戦後東京裁判によって初めて明らかに

された。


